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Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
し
て
、
世
界
を
舞
台
に
緊
急
救
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
　
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
ヽ
本
部
・
岡
山
市
檜
譚
、
菅
波
茂
代
表
）
。
最
近
ば
国
連
か
ら
認
定
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
資
格
が
与
え
ら
れ
、
紛
争
の
続
く
旧
ユ
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ｌ
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
も
叉
援
を
行
う
な
§
八
そ
の
活
動
は
年
々
広
が
っ
て
お
り
、
ぼ
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
・

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
民
間
七
団
体

で
組
織
す
る
日
本
緊
急
救
援
Ｎ

Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｅ
Ｎ
、
菅

波
代
表
）
は
昨
年
六
月
、
紛
争

の
続
く
ク
ロ
ア
チ
ア
な
ど
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
ス
タ
ッ
フ

を
派
遣
。
セ
ル
ビ
ア
難
民
ら

を
対
象
に
現
在
も
、
診
療
所

運
営
や
精
神
的
ケ
ア
な
ど
医
療

・
教
育
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
冷
戦
終
結
背
景
に

や
国
連
衡
が
望
む
運
営
方
法
句

実
現
の
た
め
、
・
・
複
数
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
参
画
す
る
可
能
性
も
あ
る
」

　
（
外
務
省
難
民
支
援
室
）
こ
と

問
題
が
発
生
し
た
ア
フ
リ
カ
・
　
繰
り
広
げ
た
。
現
在
は
ネ
パ
ー

ル
や
ソ
マ
リ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ど
の
呼
び
掛
け
で
、
岡
山
市

ア
な
ど
の
国
を
中
心
に
活
動
を
メ
ー
ン
会
場
に
初
め
て

を
展
開
中
。
こ
う
し
た
活
動
　
「
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ

を
評
価
し
た
国
連
は
こ
の
ほ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
た
。

ど
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
国
連
認
定
各
国
か
ら
の
参
加
団
体
が

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
資
格
を
与
　
「
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ネ
ッ
ト

え
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
国
連
理
事
。
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
国
運
機

会
へ
の
発
言
や
、
医
療
保
健

分
野
で
の
文
書
提
出
が
可
能

　
一
九
八
四
年
に
発
足
し
た
Ａ
ル
ワ
ン
ダ
の
ほ
か
、
阪
神
大
震
と
な
っ
た
。

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
ア
ジ
ア
十
五
ヵ
所
災
や
サ
ハ
リ
ン
地
震
な
ど
で
　
　
゛
　
ｘ

の
支
部
で
構
成
。
昨
年
、
難
民
も
、
被
災
者
へ
の
救
援
活
動
を
ア
ジ
ア
カ
ら
Ａ
Ｌ
Ｌ
へ

関
な
ど
と
連
携
を
と
っ
て
協

力
し
て
い
く
」
と
の
宣
言
を

採
択
す
る
な
ど
、
民
間
か
ら

の
国
際
貢
献
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。
今
年
十
一
月

昨
年
秋
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
十
三
日
か
ら
は
第
二
回
サ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ト
を
同
市
な
ど
で
開
催
、

過
去
の
救
援
活
動
評
価

か
ら
、
有
力
候
補
と
み
ら
れ
て

い
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
脚
光
を
集
め
始
め

た
背
景
に
ぱ
ヽ
。
冷
戦
終
結
に
伴

　
日
本
政
府
や
国
連
難
民
高
等
う
、
世
界
各
地
で
の
民
族
・
局

弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
地
紛
争
の
多
発
と
い
う
事
態
が

な
ど
が
共
同
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
あ
る
。
続
出
ず
る
難
民
や
被
災

に
建
設
中
の
難
民
収
容
施
設
民
に
対
し
、
政
府
レ
ベ
ル
で
の

　
（
収
容
人
員
約
千
人
）
の
運
営
対
Ｓ
が
実
行
さ
れ
る
ま
で
に
素

に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｅ
Ｎ
は
外
務

省
に
対
し
、
難
民
へ
の
医
療
や

職
業
訓
練
な
ど
で
参
画
し
た
い

意
向
を
申
し
入
れ
た
。
「
政
府

早
く
現
地
に
入
り
、
国
際
的
な

人
的
貢
献
を
行
う
と
い
う
Ｎ
石

Ｏ
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
泰
よ

う
に
な
っ
た
。

§　クロアチアに派遣

１施設運営に参画へ
Ｆ

Ｉ
ツ
頬
を
配
布
す
る
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
な
ど
Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
女
性

ス
タ
ッ
フ
＝
昨
年
秋

　
「
生
存
の
た
め
の
教
育
」
を

テ
ー
マ
に
、
飢
え
や
貧
困
な

ど
の
問
題
を
抱
え
た
国
々
の

自
助
努
力
に
対
す
る
貢
献
を

考
え
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
最
後
の
『
Ａ
』

は
も
と
も
と
ア
ジ
ア
を
意
味

す
る
が
「
今
で
は
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
す

べ
て
）
の
意
味
合
い
が
強
ま

っ
て
い
る
」
と
菅
波
代
表
。

民
間
レ
ベ
ル
で
の
国
際
貢
献

の
必
要
性
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
相

互
支
援
体
制
づ
く
り
は
、
今

や
ア
ジ
ア
だ
け
の
問
題
に
と

ど
ま
ら
な
い
と
い
う
。
菅
波

代
表
は
「
今
後
峡
国
際
貢

献
に
関
心
を
持
つ
人
の
す
そ

野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
そ
の
た
め
、
若
者
ら
が

国
際
貢
献
に
必
要
な
言
語
や

緊
急
医
療
な
ど
を
学
べ
る
大

学
の
設
立
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。
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